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■主な事業内容
各種鋼材を引抜加工
した引抜磨棒鋼の製
造・販売 等

住　所／〒581-0092
　　　　八尾市老原4-155
ＴＥＬ／072-949-5701
ＦＡＸ／072-949-5707
創　業／昭和26年9月
設　立／昭和26年9月
資本金／4,500万円
従業員／58名

■主な取引先（納入先）
自動車部品メーカー（パ
ワーステアリング）、機械
部品メーカー（直動案内
機器）、鉄鋼部門商社 等

http://www.sanyo-metal .co. jp/

創業から60年、一貫して「当社ならではの価値」をお客様に提
供することを目指してきました。他社と差別化するためには何が
必要かをいち早く察知し、お客様と共に高精度で使いやすい引
抜磨棒鋼をつくり上げることで、信頼いただける企業として操業
を続けてきました。さらに技術力を高め、世界市場でも活躍でき
る鋼材加工メーカーとして躍進していきたいと考えています。

もはや、国内の企業同士で争っている時代
ではなく、ライバルは海外企業です。

代表取締役社長 河田 一郎さん 

業務
内容

群
を
抜
い
た
安
定
品
質
で

取
引
先
に
選
ば
れ
る

　

自
動
車
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
用
の
ラ
ッ

ク
バ
ー
、
産
業
機
械
用
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
の
レ
ー

ル
や
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
使
わ
れ
る
「
引
抜
磨
棒

鋼
」。
こ
れ
を
製
造
し
て
い
る
の
が
山
陽
金

属
鋼
業
だ
。
特
に
ラ
ッ
ク
バ
ー
に
関
し
て

は
、
年
間
６
０
０
万
台
分
に
も
及
ぶ
数
量
を

製
造
し
て
い
る
。

　

引
抜
磨
棒
鋼
は
そ
の
名
の
通
り
、
鋼
材
を

型
に
通
し
、
し
ご
い
て
引
き
抜
く
鉄
鋼
２
次

加
工
品
だ
。
同
業
他
社
も
あ
る
中
、
部
品

メ
ー
カ
ー
や
機
械
メ
ー
カ
ー
が
同
社
の
材
料

を
選
ぶ
理
由
は
、
引
抜
磨
棒
鋼
で
最
終
製
品

を
加
工
す
る
時
に
不
具
合
を
出
さ
な
い
「
安

定
品
質
」、
そ
し
て
、
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
に
代
表

さ
れ
る
「
異
形
」
の
材
料
を
つ
く
り
出
せ
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

強み

「
最
適
材
料
」「
精
密
異
形
」

を
実
現
す
る
加
工
法

　

例
え
ば
ラ
ッ
ク
バ
ー
は
、
外
見
上
は
単
な

る
丸
い
棒
だ
が
、
引
抜
加
工
時
等
の
応
力
に

よ
っ
て
曲
が
り
や
ひ
ず
み
等
が
生
じ
、
そ
れ

が
部
品
の
製
造
工
程
で
問
題
を
起
こ
す
場
合

が
あ
る
。
こ
の
応
力
を
極
力
少
な
く
す
る
加

工
法
を
長
年
か
け
て
編
み
出
し
て
い
る
の
が

同
社
の
強
み

だ
。「
取
引

先
の
生
産
現

場
を
直
接
見

せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、

そ
の
現
場
に

最
も
適
し
た

材
料
を
製
造

で
き
る
よ
う

細
か
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
投
入
し
て
い
ま
す
」
と

河
田
社
長
は
話
す
。

　

Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
も
、
高
品
質
な
異

形
を
安
定
的
に
生
産
す
る
こ
と
に
注
力
。
金

型
へ
の
負
担
を
極
力
減
ら
す
工
程
設
計
に

よ
っ
て
、
た
だ
で
さ
え
加
工
が
難
し
い
繊
細

な
異
形
を
、
品
質
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
量
産

し
て
い
る
。

生産
ネットワーク

同
業
他
社
と
連
携
し

技
術
を
共
有

　

引
抜
磨
棒
鋼
は
圧
延
材
か
ら
加
工
す
る
の

が
通
常
だ
が
、
同
社
は
一
般
鋼
材
か
ら
製
造

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
て
お
り
、
大
幅
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
技
術
を
１
社
で
独
占
せ

ず
、
も
の
づ
く
り
で
共
感
で
き
る
同
業
他
社

に
も
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
こ
と
で
、
同
社
だ
け

で
引
き
受
け
き
れ
な
い
量
を
受
注
し
た
時
、

生
産
協
力
を
要
請
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
受
注
量
に

増
減
が
あ
っ
て
も
、
取
引
先
の
納
期
や
コ
ス

ト
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

今後の
展望

海
外
進
出
を
視
野
に

国
際
競
争
力
の
あ
る
体
質
へ

　

30
年
前
か
ら
海
外
と
の
取
引
を
開
始
し
て

お
り
、
現
在
は
売
り
上
げ
の
30
～
40
％
が
中

国
、
韓
国
へ
の
輸
出
だ
。
今
後
は
輸
出
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
で
の
工
場
設
立
も
検

討
し
つ
つ
、
為
替
や
世
界
の
経
済
事
情
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
質
の
強
化
を
図
る
と
い

う
。
た
だ
し
、
技
術
は
“
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ

パ
ン
”
品
質
を
保
持
。
社
内
で
の
自
主
研
究

活
動
や
海
外
研
修
に
よ
っ
て
若
手
の
人
材
育

成
に
励
み
な
が
ら
、「
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

も
の
づ
く
り
」
を
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

世
界
に
売
り
込
み
た
い
と
意
気
込
む
。

長年のノウハウが詰まった設備

山
陽
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引
抜
磨
棒
鋼
の
製
造

山
陽
金
属
鋼
業 

株
式
会
社

加
工
に
耐
え
得
る

高
品
質
な
引
抜
磨
棒
鋼

海外
発注可

企画力
自信有

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

量 産
対 応

引抜加工で生まれる異形品


